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表紙写真募集！
市内で撮影した四季の風景、イベント等の
写真で表紙を飾りませんか？
詳しくは１８ページをご覧ください。

（富浦地区　目黒輝彦氏撮影）
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　平成３０年９月定例会が、８月３０日から９月２１日までの２３日間開催され、報告案件５件、
条例議案５件、一般議案９件、予算議案４件、決算認定９件を審議した。採決の結果、すべて原案
どおり可決した。

定
例
会
レ
ポ
ー
ト

決まった主なこと



3 ／南房総  議会広報／第 50号

定
例
会
レ
ポ
ー
ト

提出議案等議決結果
議案種類 件　　　名 議決結果

議案第 49 号 南房総市学童保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 50 号 南房総市地域包括支援センターの設置者が包括的支援事業を実施するために必要な基準を定める条例等の一部を改正する
条例の制定について

原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 51 号 南房総市行政連絡員設置条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 52 号 南房総市家庭雑排水共同処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 53 号 南房総市再チャレンジ奨学資金貸付基金条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 54 号 契約の締結について（南房総市立三芳中学校屋内運動場改修工事（建築工事）請負契約） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 55 号 契約の締結について（南房総市富山岩井運動場整備工事（土木工事）請負契約） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 56 号 契約の変更について（南房総市立丸山・和田地区統合小学校等建設工事（建築工事）請負契約） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 57 号 契約の変更について（南房総市立丸山・和田地区統合小学校等建設工事（機械設備工事）請負契約） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 58 号 南房総市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 59 号 指定管理者の指定について（南房総市丸山交流・体験センター） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 60 号 平成３０年度南房総市一般会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 61 号 平成３０年度南房総市一般会計補正予算（第３号） 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 62 号 平成３０年度南房総市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 63 号 平成３０年度南房総市国保病院事業会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 64 号 契約の締結について（南房総市役所本庁舎大規模改修工事（電気設備工事）請負契約） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 65 号 財産の取得について（中型スクールバス購入） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 66 号 契約の締結について（南房総市役所本庁舎大規模改修工事（建築工事）請負契約） 原 案 可 決
全 会 一 致

認 定 第 1 号 平成２９年度南房総市一般会計歳入歳出決算の認定について 原 案 認 定
賛 成 多 数

認 定 第 2 号 平成２９年度南房総市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原 案 認 定
全 会 一 致

認 定 第 3 号 平成２９年度南房総市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 原 案 認 定
全 会 一 致

認 定 第 4 号 平成２９年度南房総市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原 案 認 定
全 会 一 致

認 定 第 5 号 平成２９年度南房総市滝田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 原 案 認 定
全 会 一 致

認 定 第 6 号 平成２９年度南房総市北三原財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 原 案 認 定
全 会 一 致

認 定 第 7 号 平成２９年度南房総市南三原財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 原 案 認 定
全 会 一 致

認 定 第 8 号 平成２９年度南房総市国保病院事業会計決算の認定について 原 案 認 定
全 会 一 致

認 定 第 9 号 平成２９年度南房総市水道事業会計決算の認定について 原 案 認 定
全 会 一 致

 ( 賛否が分かれた議案のみ掲載）　○：賛成　×：反対

議案ごとの賛否
神
作
　
紀
史

山
田
　
一
洋

鈴
木
　
克
哉

石
井
　
教
宇

阿
部
美
津
江

平
川
　
幸
男

安
田
美
由
貴

峯
　
　
隆
司

川
﨑
　
愼
一

関
　
　
壽
夫

長
谷
川
　
博

寺
澤
　
利
郎

鈴
木
　
直
一

川
上
　
　
清

辻
　
　
貞
夫

栗
原
　
保
博

青
木
　
正
孝

飯
田
　
彰
一

議案第６１号 平成３０年度南房総市一般会計補正予算
（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長

議案第６３号 平成３０年度南房総市国保病院事業会計
補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第１号 平成２９年度南房総市一般会計歳入歳出
決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 欠 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員名
議案名
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９
月
12
日
、
決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
招
集
し
、

議
長
及
び
監
査
委
員
を
除

く
全
議
員
で
審
査
を
行
っ

た
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、

原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎
一
般
会
計

◇
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

３
億
３
４
４
３
万
円

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
の
種
類
と
参
加
会
社

数
は
。

企
画
財
政
課
長　

返
礼
品

は
２
３
０
品
、
登
録
事
業

者
は
35
社
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
額
１
億
６
２
１
９
万
円

の
使
い
方
は
。

企
画
財
政
課
長　
１
億
５
０

２
３
万
円
を
「
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
育
む
事
業
」

「
自
然
環
境
を
生
か
し
た
地

域
づ
く
り
」
等
の
財
源
。

問　

返
礼
品
を
求
め
な
い

納
税
者
は
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長　

市
内
者
７

人
で
43
万
５
千
円
、
市
外

者
４
人
で
２
６
２
万
円
。

問　

新
巻
鮭
や
そ
の
切
り

身
は
返
礼
品
に
な
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

材
料
は

市
外
か
ら
調
達
し
た
も
の

で
あ
っ
て
も
市
内
で
加
工

し
た
も
の
は
、
返
礼
品
と

な
る
。

問　
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
」
と
「
楽
天
」「
ふ
る
な

び
」
の
効
果
は
。

企
画
財
政
課
長　

寄
付
金

は
昨
年
度
よ
り
倍
近
く
伸

び
て
い
る
。

◇
移
住
・
定
住
推
進
事
業

３
７
７
万
円

問　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
数
と
参
加
者
数
は
。

企
画
財
政
課
長　

内
房
・
外

房
で
１
回
ず
つ
行
っ
た
。

内
房
地
区
40
人
参
加
で
５

組
、
外
房
地
区
37
人
参
加

で
９
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
し
た
。

◇
情
報
機
器
購
入
費

５
７
１
万
円

問　

電
子
黒
板
等
の
整
備

状
況
は
。

教
育
総
務
課
長　

電
子
黒

板
19
台
、
書
画
カ
メ
ラ
31

台
、
大
判
プ
リ
ン
タ
ー
12

台
を
整
備
。

◇
通
学
費
補
助
金１

７
６
万
円

問　

公
共
交
通
の
利
用
地

区
と
回
数
券
等
の
購
入
方

法
は
。

教
育
総
務
課
長　

白
浜
、
富

浦
の
２
地
区
。
日
東
交
通
を

利
用
し
、
館
山
営
業
所
で
購

入
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

9 会計総額　375 億 1,163 万円を支出
平成29年度決算を認定

今年度も開催している婚活イベント

決
算
審
査
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◇ 

特
別
支
援
教
育
総
合
推

進
事
業　

５
７
６
９
万
円

問　

０
歳
か
ら
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

る
発
達
障
害
の
子
ど
も
へ

の
確
認
が
、
教
育
現
場
で

ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
の

か
。
学
校
現
場
で
の
支
援

員
の
活
用
状
況
は
。

子
ど
も
教
育
課
長　

１
歳
半

健
診
、
３
歳
児
健
診
時
、

子
ど
も
教
育
課
や
健
康
支

援
課
で
子
ど
も
の
状
況
を

確
認
し
て
い
る
。

　

支
援
員
の
配
置
は
関
係

者
の
相
談
に
よ
り
優
先
順

位
を
決
め
、
適
正
な
配
置

に
努
め
て
い
る
。

問　

支
援
員
は
何
人
い
る

か
。
全
員
が
非
常
勤
か
。

子
ど
も
教
育
課
長　

支
援
員

42
人
は
全
員
非
常
勤
職
員
。

◇
中
学
生
派
遣
事
業

２
５
３
万
円

問　
こ
の
事
業
の
目
的
は
。

教
育
総
務
課
長　

ベ
ル
ギ
ー

の
都
市
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
を
通
し
て
交
流
が
あ

り
、
両
市
の
中
学
生
が
相

互
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行

い
友
好
親
善
、
国
際
理
解

を
深
め
、
次
世
代
を
担
う

に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
育
成

に
努
め
て
い
る
。

問　

派
遣
事
業
参
加
生
徒

へ
の
補
助
金
は
。

教
育
総
務
課
長　

ベ
ル
ギ
ー

は
交
通
費
の
２
分
の
１
で

一
人
11
万
円
。

◇
一
般
中
学
校
教
育
振
興
費

３
８
５
万
円

問　

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
楽

器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
ど

う
し
て
い
る
か
。

教
育
総
務
課
長　

学
校
管
理

費
や
教
育
振
興
費
で
対
応
。

平成 29年度一般会計決算内訳

歳入
228億5,855万円228億5,855万円

<地方交付税>
103 億 4,758 万円
45%

<地方交付税>
103 億 4,758 万円
45%

<市税 >
40 億 1,630 万円
18%

<市税 >
40 億 1,630 万円
18%

<市債 >
14 億 500 万円
6%

<市債 >
14 億 500 万円
6%

<国・県支出金>
28 億 5,464 万円
13%

<国・県支出金>
28 億 5,464 万円
13%

<繰越金 >
9 億 3,611 万円
4%

<繰越金 >
9 億 3,611 万円
4%

<その他 >
32 億 9,892 万円
14%

<その他 >
32 億 9,892 万円
14%

<<<
999
444

歳出
215億4,974万円215億4,974万円

<民生費 >
54 億 9,112 万円
26%

<民生費 >
54 億 9,112 万円
26%

<その他 >
13 億 8,221 万円
5%

<その他 >
13 億 8,221 万円
5%

<総務費 >
32 億 9,515 万円　15%
<総務費 >
32 億 9,515 万円　15%

<公債費 >
36 億 5,795 万円
17%

<公債費 >
36 億 5,795 万円
17%

<衛生費 >
18 億 8,126 万円
9%

<衛生費 >
18 億 8,126 万円
9%

<消防費 >
11 億 3,443 万円　5%
<消防費 >
11 億 3,443 万円　5%

<農林水産費>
8 億 5,586 万円　4%
<農林水産費>
8 億 5,586 万円　4%

<土木費 >
7 億 6,290 万円
4%

<土木費 >
7 億 6,290 万円
4%

<商工費 >
5 億 5,906 万円
3%

<商工費 >
5 億 5,906 万円
3%

<教育費 >
25 億 2,980 万円
12%

<教育費 >
25 億 2,980 万円
12%

ベルギーの学生との交流

決
算
審
査
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◇
社
会
福
祉
協
議
会

７
９
６
９
万
円

問　

な
ぜ
２
０
０
０
万
円

減
っ
た
の
か
。

社
会
福
祉
課
長　

人
件
費
の

一
部
を
委
託
費
に
回
し
、

調
整
し
た
た
め
。

消
防
防
災
課
長　

防
災
訓

練
、
宿
泊
体
験
等
要
望
が

あ
れ
ば
配
布
す
る
。

◇
防
災
行
政
無
線
管
理
費

５
３
３
１
万
円

問　

市
内
の
自
主
防
災
組

織
の
申
請
件
数
は
。

消
防
防
災
課
長　

今
年
度

の
自
主
防
災
組
織
の
申
請

数
は
富
浦
２
、
富
山
４
、三

芳
２
、
白
浜
５
、千
倉
８
、

丸
山
３
、
和
田
４
。

◇ 

高
齢
者
福
祉
計
画
策
定

事
業　

　
　

２
９
８
万
円

問　

介
護
施
設
等
の
建
設

は
、
計
画
に
掲
載
し
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。

健
康
支
援
課
長　

計
画
に

載
っ
て
い
れ
ば
県
の
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

◇ 

地
域
づ
く
り
協
議
会
支

援
員
設
置
事
業

３
１
２
９
万
円

問　
地
域
づ
く
り
支
援
員
は

い
つ
ま
で
配
置
す
る
の
か
。

市
民
課
長　

現
状
で
は
各

地
区
２
人
ず
つ
の
配
置
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
を
な

す
支
援
員
な
の
で
当
面
は

継
続
。

問　

介
護
老
人
福
祉
施
設

の
扱
い
は
前
回
の
計
画
と

ど
う
違
う
の
か
。

健
康
支
援
課
長　

地
区
を

限
定
し
て
い
た
も
の
を
市

内
全
域
に
広
げ
た
。

◇
非
常
備
消
防
費

１
億
３
６
８
６
万
円

問　

消
防
団
員
の
欠
員
状

況
と
、
そ
の
理
由
は
。

消
防
防
災
課
長　

１
０
６
人

が
欠
員
。
地
域
に
人
が
い

な
い
。

問　

道
路
交
通
法
の
改
正

後
の
対
応
は
。

消
防
防
災
課
長　

新
た
に
普

通
免
許
を
取
得
し
た
者
は
、

消
防
車
が
運
転
で
き
な
く

な
っ
た
。
準
中
型
免
許
の

取
得
に
向
け
補
助
制
度
を

考
え
る
。

◇ 

障
害
者
日
中
一
時
支
援

事
業　
　
　
　

94
万
円

問　

ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

社
会
福
祉
課
長　

障
害
者
の

見
守
り
と
生
活
訓
練
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

◇
家
計
相
談
支
援
業
務
委
託

１
３
３
万
円

問　

利
用
実
績
は
。

社
会
福
祉
課
長　

12
件
。

◇
子
ど
も
医
療
助
成
制
度

８
２
４
９
万
円

問　

所
得
制
限
を
受
け
て

い
る
世
帯
数
と
人
数
は
。

社
会
福
祉
課
長　

55
世
帯

85
人
。

◇
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
　

２
０
３
万
円

問　

前
年
度
と
比
べ
、
増

減
は
。

健
康
支
援
課
長　

タ
ク
シ
ー

助
成
券
の
交
付
者
は
、
28

年
度
１
５
１
人
が
昨
年
度

１
３
２
人
。

　

バ
ス
助
成
券
は
、
28
年

度
４
１
３
人
が
昨
年
度

２
６
２
人
。

◇ 
防
災
対
策
費
・
管
理
用

備
品　
　

９
８
０
万
円

問　

期
限
切
れ
に
近
い
備

蓄
食
品
の
取
り
扱
い
は
。

消防出初式

タクシーとバスの助成券

決
算
審
査
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◇ 
地
域
創
生
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
事
業

２
９
７
８
万
円

問　

名
品
づ
く
り
グ
ラ
ン

プ
リ
に
出
店
し
た
品
物
は

市
内
で
売
っ
た
り
食
べ
た

り
で
き
る
の
か
。

地
域
資
源
再
生
室
長　

優
勝
、

準
優
勝
の
商
品
は
、
道
の

駅
や
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で

販
売
し
て
い
る
。

◇
ご
み
収
集
事
業

１
億
５
５
９
０
万
円

問　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
に
お
い
対
策
と
し
て
、

設
置
補
助
金
を
増
や
し
て

は
ど
う
か
。

市
長　

地
区
の
中
で
話
し

合
っ
て
場
所
を
決
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
設
置
費
用

の
２
分
の
１
（
上
限

２
万
５
千
円
）を
補
助
す
る
。

◇
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

７
０
２
５
万
円

問　

イ
ノ
シ
シ
以
外
に
サ

ル
の
被
害
は
ど
う
か
。

農
林
水
産
課
長　

富
浦
・
富

山
に
目
撃
情
報
や
被
害
が

発
生
し
て
い
る
。
白
浜
な

ど
に
い
る
ア
カ
ゲ
ザ
ル
も

減
っ
て
い
な
い
。
引
き
続

き
ア
カ
ゲ
ザ
ル
の
捕
獲
を

行
っ
て
い
る
県
と
相
談
し

対
応
す
る
。

◇
栽
培
漁
業
推
進
事
業

３
７
８
６
万
円

問　

ア
ワ
ビ
の
増
産
対
策

事
業
の
成
果
は
出
て
い
る

の
か
。

農
林
水
産
課
長　

天
然
資

源
の
み
を
増
産
さ
せ
る
と

い
う
技
術
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
が
、
放
流
し
て
い
る

種
苗
の
効
果
に
よ
り
資
源

の
増
加
が
期
待
で
き
る
。

　

外
房
地
域
で
は
資
源
回

復
の
傾
向
も
見
ら
れ
る
。

◎ 

国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
・
介
護
保

険
特
別
会
計

◎ 

滝
田
・
北
三
原
・
南
三

原
財
産
区
特
別
会
計

◎ 

国
保
病
院
・
水
道
事
業

会
計

　

原
案
ど
お
り
認
定
。

決
算
審
査

平成 29 年度　主な会計別決算

公営企業会計決算

会　計　名 歳　　　入 歳　　　　出

一 般 会 計 228 億 5855 万円 215 億 4974 万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 76 億 1880 万円 69 億 1672 万円

後期高齢者医療特別会計 5 億 8878 万円 5億 8588 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 53 億 5622 万円 52 億   898 万円

収 益 的 収 支
( 営業に関わるお金 )

資 本 的 収 支
( 資 本 の 増 減 )

会　計　名 収　　入 支　　出 収　　入 支　　出

国保病院事業会計 5 億 395 万円 6億 287 万円 1761 万円 2327 万円

水道事業会計 13 億 8630 万円 15 億 683 万円 3億 1361 万円 11 億 1717 万円
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◇
外
房
漁
村
再
生
事
業

１
４
４
０
万
円

問　

漁
村
地
域
活
性
化
交

付
金
事
業
補
助
金
要
綱
の

支
援
対
象
は
漁
協
の
ほ
か

に
、
市
長
が
指
定
す
る
組

織
と
あ
る
。
水
産
加
工
協

の
相
談
窓
口
は
ど
こ
か
。

社
会
福
祉
課
長　
一
人
親
世

帯
で
親
が
１
人
、
児
童
が

４
人
。
把
握
し
て
い
る
施

設
は
６
カ
所
。
窓
口
は
社

会
福
祉
課
児
童
福
祉
係
。

補
正
予
算

一般会計補正（第2号・第3号）9,205万円を追加し、

　241億7,182万円総
額

　

９
月
11
日
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
招
集
し
、

議
長
を
除
く
全
議
員
で
審

査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎
一
般
会
計
補
正
（
第
３
号
）

◇
保
育
所
運
営
一
般
事
業

　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

問　

本
市
で
病
児
・
病
後

児
保
育
を
実
施
す
る
事
業

所
は
。

子
ど
も
教
育
課
長　

千
倉
の

七
浦
診
療
所
。

問　

病
児
・
病
後
児
保
育

に
預
け
ら
れ
る
子
ど
も
は

登
録
制
か
。
何
歳
ま
で
対

象
か
。

子
ど
も
教
育
課
長 
登
録
制
。

生
後
57
日
の
乳
児
か
ら
小

６
ま
で
。

◇ 

母
子
生
活
支
援
施
設
入
所

措
置
事
業

３
１
９
万
円

問　

対
象
人
数
は
何
人

か
。
支
援
施
設
は
県
内
に

何
カ
所
か
。
入
所
手
続
等

同
組
合
は
、
市
長
が
指
定

す
る
組
織
か
。

農
林
水
産
課
長　

水
産
加
工

業
協
同
組
合
は
、
漁
協
と

同
じ
水
産
業
協
同
組
合
と

い
う
く
く
り
で
、
国
・
県

も
同
列
の
扱
い
な
の
で
、

同
様
と
判
断
す
る
。

◇
消
防
施
設
費

16
万
円

問　

千
倉
分
署
の
移
転
候

補
地
は
い
く
つ
か
挙
が
っ

て
い
た
の
か
。
ど
ん
な
経

過
で
買
う
こ
と
に
な
っ
た

の
か
。

消
防
防
災
課
長　

昨
年
度
、

消
防
本
部
と
候
補
地
を
検

討
し
た
が
、
２
月
に
交
渉

が
不
調
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
現
在
の
予
定
地
を
消

防
本
部
と
選
定
し
、
交
渉

し
て
い
る
。

問　

未
買
収
の
場
所
に
、

水
道
工
事
だ
け
行
う
の
は
、

順
序
と
し
て
ど
う
か
。

市
長　

分
署
の
建
設
に

は
、
既
に
所
有
者
の
合
意

と
安
房
広
域
理
事
会
で
了

解
を
得
て
い
る
。
水
道
工

事
を
道
路
改
良
工
事
と
合

病児・病後児保育を行う七浦診療所
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補
正
予
算

区
長
に
報
告
し
た
。
市
議

会
報
告
後
、
各
行
政
区
等

へ
説
明
会
を
行
う
予
定
。

問　

市
議
会
の
承
認
を
得

て
か
ら
地
元
の
承
認
を
得

る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

所
有
者

に
了
承
を
得
て
、
安
房
広

域
理
事
会
、
安
房
広
域
議

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
原
案
ど
お
り
可
決
。

◎
国
保
病
院
事
業
会
計

問　
一
般
社
団
法
人
と
地

域
医
療
連
携
推
進
法
人
の

登
記
費
用
は
。

国
保
病
院
事
務
長　

一
般
社

団
法
人
の
定
款
認
証
に

５
万
円
、
登
記
費
用
が

６
万
円
。
地
域
医
療
連
携

推
進
法
人
の
登
記
費
用
が

６
万
円
か
か
る
。

問　

い
つ
ご
ろ
登
記
を
行

う
の
か
。

国
保
病
院
事
務
長　

来
年
１

月
ご
ろ
に
な
る
。

問　

今
年
度
中
に
県
の
認

可
を
受
け
、
法
人
を
立
ち

上
げ
ら
れ
る
の
か
。

国
保
病
院
事
務
長　

年
度
内

の
設
立
は
可
能
と
考
え
る
。

反
対
討
論

　

年
度
内
で
な
く
時
間
を

か
け
た
ほ
う
が
良
い
。
医

師
会
の
ト
ッ
プ
だ
け
で
は

な
く
、
下
で
働
く
人
た
ち

わ
せ
て
行
い
、
二
重
に
経

費
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、

後
々
の
負
担
も
考
え
実
施

し
た
。

問　

地
域
住
民
に
移
転
の

説
明
を
行
わ
ず
、
水
道
工

事
を
や
る
の
は
ど
う
か
。

消
防
防
災
課
長　

安
房
広

域
議
会
終
了
後
に
、
地
元

会
に
承
認
さ
れ
、
正
式
な

事
業
化
に
な
る
。

　

そ
の
後
に
地
元
関
係
者

や
代
表
者
へ
説
明
し
、
住

民
へ
の
説
明
は
、
議
会
報

告
後
、
行
う
考
え
で
い
た
。

問　

地
元
区
へ
の
説
明
会

の
予
定
は
。

市
民
生
活
部
長　

区
長
と

相
談
し
て
、
説
明
会
を
行

う
予
定
。

反
対
討
論

　

千
倉
分
署
建
設
予
定
地

は
住
民
説
明
が
行
わ
れ
て

い
な
い
。

　

安
房
広
域
で
候
補
地
を

定
め
た
後
に
登
記
簿
を
取

り
、
初
め
て
所
有
者
が
わ

か
っ
た
点
が
疑
問
な
の
で

反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　

こ
の
予
算
は
、
七
浦
幼

稚
園
の
整
備
、
病
後
児
保

育
、
漁
村
再
生
事
業
等
、

市
民
も
注
目
す
る
事
業
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、

早
急
に
実
施
す
べ
き
と
考

え
、
賛
成
す
る
。

に
対
し
て
も
説
明
を
十
分

行
う
よ
う
求
め
る
。

賛
成
討
論

　

年
度
内
に
や
ろ
う
と
関

係
者
も
努
力
し
て
い
る
。

こ
こ
で
病
院
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
く
ら
都
心

に
近
い
と
言
っ
て
も
、
医

療
施
設
が
な
い
と
こ
ろ
は

ど
う
し
て
も
沈
ん
で
い
く
。

多
く
の
方
々
に
富
山
国
保

病
院
を
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
、
少
し
で
も
活
気
を

つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
原
案
ど
お
り
可
決
。

◎ 

介
護
保
険
特
別
会
計

　

原
案
ど
お
り
可
決
。

千倉分署建設予定地

富山国保病院

建設予定地
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９
月
10
日
、
総
務
委
員

会
を
招
集
し
、審
査
を
行
っ

た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

契
約
締
結
・
本
庁
舎
大

規
模
改
修
（
電
気
設
備

工
事
）

問　

当
初
の
入
札
と
再
入

札
と
の
内
容
の
違
い
と
予

定
価
格
は
。

管
財
契
約
課
長　

耐
震
性
、

防
災
拠
点
機
能
の
強
化
、

老
朽
化
に
伴
う
基
本
部
分

は
変
え
ず
、
仕
上
げ
材
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
の
一
部
を

変
え
て
再
入
札
を
行
っ
た
。

　

当
初
の
予
定
価
格
は

１
億
７
４
５
２
万
８
０
０
０

円
、
再
入
札
の
予
定
価
格

は
１
億
７
３
８
８
万
円
で
、

64
万
８
０
０
０
円
の
減
と

な
っ
た
。

◎ 

学
童
保
育
所
設
置
管
理

条
例
の
一
部
改
正

◎ 

契
約
変
更
・
丸
山
和
田

統
合
小
等
建
設
（
建
築

工
事
）

◎ 

契
約
変
更
・
丸
山
和
田

統
合
小
等
建
設
（
機
械

設
備
工
事
）

◎ 

財
産
取
得
（
中

型
ス
ク
ー
ル
バ

ス
購
入
）

　

付
託
さ
れ
た
議

案
は
、
原
案
ど
お

り
可
決
。

委 員 会 報 告

本庁舎大規模改修の
電気設備工事再入札
当初予定価格より64万円減

総
務

　

９
月
７
日
、
産
業
委
員
会

を
招
集
し
、
審
査
を
行
っ
た
。

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と

お
り
。

◎ 

家
庭
雑
排
水
共
同
処
理
施

設
設
置
管
理
条
例
の
一
部

改
正

問　
原
岡
海
水
浴
場
の
水
質

は
改
善
さ
れ
て
い
る
の
か
。

環
境
保
全
課
長　

水
質
が
処

理
目
標
値
以
下
と
な
り
、

平
成
27
年
度
か
ら
稼
働
を

停
止
し
て
い
る
。
水
質
も

良
好
な
状
態
を
保
っ
て
い

る
。

◎ 

指
定
管
理
者
の
指
定

（
丸
山
交
流
・
体
験
セ
ン

タ
ー
）

問　
新
規
就
農
者
は
何
人
い

る
の
か
。

農
林
水
産
課
長　

現
在
５
人

の
新
規
就
農
者
を
研
修
生

と
し
て
雇
用
中
。

問　
支
出
計
画
に
あ
る
納
付

金
と
は
。農

林
水
産
課
長　

　

年
26
万
１
０
０
０

円
の
土
地
賃
借
相

当
額
を
市
に
納
付

す
る
。

◎ 

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨

学
金
貸
付
条
例
の

一
部
改
正

◎ 

水
道
事
業
会
計

未
処
分
利
益
剰

余
金
の
処
分

　

付
託
さ
れ
た
議

案
は
、
原
案
ど
お
り

可
決
。

産
業

丸山交流体験センターを
㈱ JASに５年間　指定管理委託

委
員
会
報
告

大規模改修を行う富浦本庁舎

丸山交流・体験センター（白子ローズマリー公園の裏）
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委 員 会 報 告

委
員
会
報
告

　

９
月
10
日
、
福
祉
委
員

会
を
招
集
し
、
審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
実
施
基
準
条

例
等
の
一
部
改
正

問　

主
任
介
護
支
援
専
門

員
の
更
新
研
修
の
規
定
が

な
く
な
る
の
か
。
何
年
以

内
に
更
新
研
修
を
行
う
必

要
が
あ
る
の
か
。

健
康
支
援
課
長　

研
修
規

定
を
別
の
条
文
に
定
め
る
。

５
年
ご
と
に
更
新
研
修
を

受
け
る
こ
と
と
な
る
。

◎ 

行
政
連
絡
員
設
置
条
例

の
一
部
改
正

問　

人
口
が
減
り
、
市
は

区
の
合
併
を
進
め
る
立
場

か
。

市
民
課
長　

合
併
は
区
の

総
意
に
基
づ
く
も
の
で
、

市
が
推
進
す
る
考
え
は
今

の
と
こ
ろ
な
い
。

問　

深
名
区
と
丹
生
区
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
の
か
。

市
民
課
長　

昨
年
８
月
に

両
区
長
か
ら
相
談
を
受
け
、

今
年
３
月
の
総
会
で
合
意

に
至
っ
た
。
５
月
、
市
内

す
べ
て
の
区
長
会
長
に
合

併
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、

原
案
ど
お
り
可
決
。

富浦・丹生区と深名区が合併
名称は深名区

福
祉

深名区と丹生区
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と
考
え
る
が
。

市
民
生
活
部
長
必
要
な

物
品
の

整
備
充
実
に
努
め
事
業
者

と
の
災
害
協
定
な
ど
も
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

女
性
視
点
の
防
災

問
避
難
訓
練
や
防
災

会
議
等
で
女
性
参

画
が
必
要
。
参
加
状
況
・

取
り
組
み
状
況
と
対
応
は
。

市
長
各
種
会
議
等
は

内
部
・
外
部
と
も

に
女
性
委
員
は
い
な
い
。

避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
男

女
別
の
参
加
者
数
は
把
握

し
て
い
な
い
。
女
性
の
視

点
を
生
か
し
た
防
災
対
策

の
充
実
は
必
要
と
考
え
る
。

防
災
備
蓄

問
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
備
蓄
や
液
体
ミ

ル
ク
の
備
蓄
の
考
え
は
。

市
長
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
29
年
度

の
５
カ
年
で
計
画
的
に
、

市
民
の
２
割
、
３
日
分
の

９
食
、
約
７
万
３
千
食
を

備
蓄
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
59
％
に
当
た

る
４
万
３
千
食
を
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
と
し
て
備
蓄
し

て
い
る
。
乳
児
用
液
体
ミ

ル
ク
の
製
造
販
売
が
本
年

８
月
に
解
禁
と
な
っ
た
た

め
、
販
売
さ
れ
た
場
合
は

速
や
か
に
備
蓄
し
て
い
く
。

問
段
ボ
ー
ル
製
の

ベ
ッ
ド
や
間
仕
切

り
な
ど
、
長
期
避
難
生
活

に
備
え
、
実
績
あ
る
事
業

者
と
の
災
害
協
定
も
必
要

一
般
質
問

市
民
生
活
部
長
主
に
公

共
施
設

の
再
編
等
に
よ
り
廃
止
さ

れ
た
施
設
や
名
称
が
変
更

に
な
っ
た
施
設
を
整
備
し

避
難
場
所
等
の
図
記
号
の

標
準
化
に
取
り
組
む
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
箇
所
な

ど
も
含
め
て
記
載
内
容
を

検
討
す
る
。

防
災
士

問
育
成
と
地
域
防
災

を
推
進
す
る
上
で

の
役
割
や
地
域
に
と
っ
て

の
位
置
づ
け
は
。

市
長
意
見
交
換
会
の

開
催
や
防
災
士

と
地
域
の
つ
な
が
り
が
深

ま
る
よ
う
防
災
士
の
資
格

取
得
に
対
す
る
補
助
金
交

付
要
綱
見
直
し
・
自
主
防

災
組
織
要
綱
作
成
の
推
進

等
を
検
討
し
て
い
る
。

防
災
マ
ッ
プ

問
防
災
マ
ッ
プ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
内
容
は
。

市
長
内
容
は
詰
め
込
み

過
ぎ
ず
十
分
検

討
し
来
年
度
に
見
直
し
作

業
を
し
て
翌
年
度
に
配
布

を
行
う
予
定
。

問
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
箇

所
の
掲
載
や
絵
文

字
や
多
言
語
に
よ
る
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
の
考
え
は
。

阿部美津江議員

5人の議員が市政を質す

避
難
所
に
テ
レ
ビ
の
整
備
を

速
や
か
に
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
設
置
を
し
て
い
き
た
い

防災マップの一部

防災倉庫の備蓄用品
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織
等
を
利
用
し
て
話
し
合

い
を
す
る
。

問
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
自

動
操
舵
に
は
、
大

区
画
化
、
団
地
化
が
必
須
、

ほ
場
整
備
の
支
援
策
は
な

い
の
か
。

農
林
水
産
部
長　
　

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を

作
成
す
る
と
可
能
と
な

る
補
助
事
業
が
あ
る
。

問
観
光
産
業
は
道

の
駅
を
拠
点
に

考
え
た
ら
ど
う
か
。

市
長
施
設
の
整
備
、

機
能
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
中
で

各
道
の
駅
の
活
用
方
法

を
考
え
て
い
き
た
い
。

問
本
市
の
花
畑
に

は
イ
ン
ス
タ
映

え
す
る
場
所
が
な
い
。
道

の
駅
を
中
心
に
取
り
組
む

べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

商
工
観
光
部
長
地
域
農

家
と
景

観
づ
く
り
に
努
め
て
い
る

が
、
継
続
で
き
る
方
法
を

模
索
し
て
い
く
。

の
助
成
が
あ
る
が
地
域
の

現
状
や
思
い
、
あ
り
方
を

地
域
の
皆
様
と
考
え
る
。

問
農
業
の
法
人
化
で

後
継
者
不
足
解
消

と
地
域
活
性
化
の
考
え
は

な
い
か
。

市
長
法
人
化
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
個

人
の
主
体
性
を
重
視
し
、

個
人
か
ら
法
人
へ
の
変
更

に
つ
い
て
引
き
続
き
推
進

し
て
い
く
。

問
耕
作
放
棄
地
問
題

の
早
期
対
応
策
は
。

市
長
土
地
改
良
区
等

を
単
位
と
し
た

人
・
農
地
プ
ラ
ン
、
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
事
業
、
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
事
業
の
活
動
組

一
般
質
問

全
な
財
政
運
営
が
継
続
で

き
る
よ
う
、
現
時
点
で
可

能
な
範
囲
で
の
施
策
を
進

め
て
い
る
。

問
人
の
住
む
場
所
、

守
る
べ
き
農
地
、
山

に
返
す
場
所
の
再
整
備
は
。

市
長
土
地
利
用
計
画

は
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
今
後
、
地
域
産
業

の
振
興
や
人
口
バ
ラ
ン
ス

等
を
踏
ま
え
、
健
全
な
調

和
を
図
り
、
慎
重
に
地
域

の
意
向
を
確
認
し
て
検
討

す
る
。

問
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

維
持
が
困
難
な
地

域
の
た
め
新
た
な
住
宅
団

地
は
。

市
長
住
宅
団
地
に
つ
い

て
国
か
ら
の
支
援

策
と
し
て
、
定
住
促
進
団

地
整
備
や
集
落
移
転
な
ど

10
年
後
の
南
房
総

問
次
世
代
に
負
担
の

な
い
よ
う
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
を
考
え
て
い

る
の
か
。

市
長
各
種
計
画
に
基

づ
き
、
合
併
特
例

債
を
は
じ
め
有
利
な
起
債

等
を
活
用
し
、
公
共
施
設

の
再
編
等
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
将
来
へ
の
負
担
を

な
る
べ
く
少
な
く
し
、
健

次
世
代
に
負
担
の
な
い
よ
う
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を

考
え
て
い
る
の
か

将
来
へ
の
負
担
を
な
る
べ
く
少
な
く
し
、

健
全
な
財
政
運
営
を
進
め
て
い
る

山田　一洋議員

コンパクトシティ

耕作放棄地
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一
般
質
問

人
生
１
０
０
歳
時
代

問
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
さ
れ
て
い

る
か
。

市
長
高
齢
者
の
知
識
や

技
術
を
生
か
し
活

躍
で
き
る
場
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
各
地
域
で
の
会

合
や
教
室
の
運
営
の
支
援
。

　

ま
た
、
在
宅
で

も
生
き
生
き
と
生

活
が
で
き
る
よ
う

介
護
予
防
事
業
等

に
取
り
組
ん
で
い

る
。問

高
齢
者
が

公
共
施
設

を
使
う
時
、
使
用

料
の
減
免
は
。

市
長
平
成
27

年
に
使

用
料
の
見
直
し
を

し
た
ば
か
り
で
、
現
状
で

は
見
直
し
は
し
な
い
。

問
運
動
習
慣
作
り
に

健
康
ポ
イ
ン
ト
制

の
導
入
は
。

保
健
福
祉
部
長
健
康
ポ

イ
ン
ト

制
を
導
入
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
が
、
検
討
し
て

い
く
。

市
民
生
活
部
長
携
帯
電

話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
安
心
安

全
メ
ー
ル
等
は
、
補
完
的

な
情
報
取
得
の
手
段
で
あ

る
。
報
道
機
関
や
全
戸
配

布
の
防
災
行
政
個
別
受
信

機
や
屋
外
の
パ
ン
ザ
マ
ス

ト
か
ら
の
放
送
で
取
得
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

問
高
齢
者
の
緊
急
事

態
に
対
応
す
る
た

め
に
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
が
１
３
９
人
に
貸
与
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
機
器

を
使
っ
て
災
害
時
の
安
否

確
認
は
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長
緊
急
通

報
シ
ス

テ
ム
は
、
災
害
時
の
安
否

確
認
を
目
的
に
導
入
し
た

も
の
で
は
な
い
が
委
託
業

者
や
消
防
防
災
部
局
と
協

議
・
検
討
し
て
い
く
。

近
隣
市
町
の
動
向
、
関
係

者
の
意
向
を
参
考
に
、
総

合
的
に
判
断
し
検
討
す
る
。

想
像
も
し
な
い
、
自

然
災
害
へ
の
対
応
は

問
災
害
対
応
へ
の
現

状
は
。

市
長
自
然
災
害
は
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
。
銚
子
地
方
気
象
台

や
民
間
の
気
象
会
社
か
ら

気
象
情
報
の
収
集
を
行
い
、

安
全
に
避
難
が
で
き
る
よ

う
明
る
い
う
ち
に
避
難
準

備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

を
発
令
し
、
市
内
７
カ
所

に
自
主
避
難
所
を
開
設
し

て
い
る
。

問
高
齢
者
が
電
子
機

器
か
ら
災
害
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。

成
人
式
は
ど
う
な
る

問
民
法
の
改
正
で
成

人
年
齢
が
18
歳
に

な
っ
た
時
、
成
人
式
は
ど

う
な
る
か
。

教
育
長
上
川
法
務
大
臣

は
、
平
成
32
年

度
以
降
、
で
き
る
限
り
速

や
か
に
適
切
な
情
報
発
信

を
す
る
と
発
言
が
あ
っ
た
。

　

政
府
や
県
か
ら
の
情
報
、

石井　教宇議員

成
人
年
齢
が
18
歳
に
な
っ
た
時
の
成
人
式
は
ど
う
な
る

政
府
や
県
及
び
近
隣
市
町
の
動
向
を
確
認
し
総
合
的
に
判
断
す
る

昨年度の成人式

昨年の台風被害で修復を待つ、富浦町南無谷海岸
（無名橋付近）
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一
般
質
問

　

教
科
書
展
示
会
で
の
意

見
は
、
ど
う
反
映
さ
れ
た

の
か
。

教
育
長
県
が
行
っ
て
い

る
の
で
、
内
容

は
関
知
し
な
い
。

電
気
代
の
夏
季
加
算

問
エ
ア
コ
ン
の
電
気
代

が
気
に
な
り
熱
中

症
に
な
っ
た
生
活
保
護
の

市
民
が
い
る
。
国
に
夏
季

加
算
の
導
入
を
求
め
る
べ

き
で
は
。

市
長
国
の
議
論
を
見
守

る
。

地
域
４
市
は
、
そ
れ
ぞ
れ

ど
う
か
。

建
設
環
境
部
長
２
市
１

町
を
比

べ
る
た
め
、
君
津
地
域
４

市
の
試
算
は
し
て
い
な
い
。

道
徳
教
科
書
の
選
定

過
程問

協
議
会
と
教
育
委

員
会
会
議
を
公
開

で
き
な
い
か
。

教
育
長
公
開
す
る
考
え

は
な
い
。
文
科

省
通
知
に
「
静
ひ
つ
な
環

境
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
」

と
あ
る
。

問
そ
の
続
き
に
「
保

護
者
や
住
民
が
容

易
に
情
報
を
得
ら
れ
る
よ

う
公
表
時
期
の
改
善
を
図

る
こ
と
」
と
あ
る
。
内
容

が
８
月
末
ま
で
非
公
開
な

の
は
、
通
知
に
反
す
る
。

事
者
の
適
正
な
配
置
を
行

う
」
と
あ
る
。

ご
み
処
理
事
業
連
携

の
最
終
報
告
書

問
か
ず
さ
ク
リ
ー
ン

シ
ス
テ
ム
の
ス
ラ

グ
は
全
量
再
資
源
化
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
こ
に
い
く

ら
で
売
っ
て
い
る
の
か
。

市
長
溶
融
物
取
扱
専

門
商
社
に
年
間
数

十
万
円
で
販
売
し
て
い
る
。

問
２
市
１
町
の
ご
み

量
を
１
割
増
し
で

試
算
し
た
理
由
は
。

建
設
環
境
部
長
君
津
地

域
４
市

と
同
条
件
で
比
べ
る
た
め
。

問
６
市
１
町
の
20
年
間

の
負
担
金
は
、
１
ト

ン
当
た
り
、
鴨
川
３
万
６
千

円
、
南
房
総
３
万
７
千
円
、

鋸
南
４
万
１
千
円
。
君
津

問
国
保
病
院
か
太
陽

会
が
２
０
２
５
年

度
に
向
け
て
、
病
床
転
換

に
国
・
県
の
基
金
を
使
う

予
定
か
。

市
長
今
後
、
臨
機
応
変

に
一
番
良
い
方
法

を
考
え
る
。

問
昨
年
10
月
以
降
、

医
師
は
何
人
確
保

で
き
た
の
か
。

国
保
病
院
事
務
長
今
ま
で

の
医
師

が
３
人
で
、
新
た
に
７
人

加
わ
っ
た
。

問
太
陽
会
か
ら
主
に

理
学
療
法
士
が
派

遣
予
定
だ
が
、
医
師
不
足

の
解
消
は
法
人
の
設
立
目

的
に
な
い
の
か
。

国
保
病
院
事
務
長
目
的
に

「
医
療
従

安田美由貴議員

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
進
捗
状
況
は

スラグの売却益は年間十万円ほど

館山教科書展示会は土日休館

富
山
国
保
病
院
と
太
陽
会
で
設
立
準
備
し
、

病
床
転
換
を
検
討
中
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般
質
問

　 　 　 　

ざ
ま
な
展
開
を
考
え
て
い

く
。問

食
肉
加
工
を
目
的

と
し
た
民
間
法
人

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

協
力
が
で
き
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長
イ
ノ
シ

シ
の
食

肉
加
工
施
設
の
運
営
に
は
、

捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
が

円
滑
に
搬
入
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
。
捕
獲
活

動
の
主
と
な
る
有
害
鳥
獣

対
策
協
議
会
や
捕
獲
現
場

周
辺
地
域
の
皆
さ
ま
と
の

協
力
体
制
づ
く
り
を
支
援

し
た
い
。

対
し
、
大
変
苦
慮
さ
れ
て

い
る
と
聞
く
。
捕
獲
し
た

鳥
獣
等
に
つ
い
て
、
ジ
ビ

エ
肉
と
し
て
有
効
活
用
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長
県
の
施
設
と
し
て

有
害
鳥
獣
の
焼

却
施
設
を
整
備
す
る
要
望

を
行
っ
て
い
る
が
、
実
現

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

農
林
水
産
部
長
イ
ノ
シ

シ
肉
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
放

射
能
検
査
の
問
題
が
大
き

く
、
検
討
は
進
め
ら
れ
て

い
な
い
。

問
房
州
ボ
タ
ン
肉
な

ど
の
地
域
の
特
産

品
と
し
て
扱
っ
て
い
け
な

い
も
の
か
。

農
林
水
産
部
長
市
で
は
、

商
品
開

発
や
販
路
確
保
の
支
援
を

行
う
事
業
も
あ
り
、
さ
ま

と
あ
る
が
、
平
成
22
年
か

ら
平
成
26
年
ま
で
の
５
カ

年
計
画
と
作
成
さ
れ
て
い

る
中
、
期
間
の
延
長
な
ど

は
考
え
て
な
い
か
。

市
長
見
直
し
は
行
っ
て

お
ら
ず
、
ビ
ジ
ョ

ン
の
期
間
は
終
了
し
て
い

る
。問

観
光
計
画
終
了
か

ら
１
年
半
も
た
つ

の
に
そ
の
ま
ま
と
い
う
の

は
ど
う
か
と
思
う
が
。

商
工
観
光
部
長
新
た
な

総
合
計

画
の
中
で
観
光
施
策
に
つ

い
て
そ
の
方
向
性
を
位
置

づ
け
、
進
め
る
。

有
害
鳥
獣
の
取
り
組
み

問
現
行
の
有
害
鳥
獣

の
最
終
処
分
は
狩

猟
者
が
行
っ
て
い
る
が
、

捕
獲
数
も
多
く
、
処
分
に

観
光
の
振
興
に
つ
い
て

問
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
内
で
の
観

光
振
興
の
進
捗
状
況
は
。

市
長
後
期
基
本
計
画

に
あ
る
観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
ま
で
の
５
年
間
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
い
る
。

問
総
合
計
画
の
中
で

観
光
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
の
見
直
し
と
取
り
組
み

鈴木　克哉議員

民
間
法
人
参
入
で
猪
肉
を
有
効
活
用
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
考
え
は

民
間
の
参
入
が
あ
れ
ば
市
と
し
て
も
協
力
す
る

観光客に人気な原岡桟橋

罠にかかったイノシシ
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　私は小学生から変わらなかった美容師になると
いう夢を叶えるために、今は東京の学校へ通って
います。東京での生活は毎日忙しく充実していて
楽しいです。どこへ行くにも電車で行けますし、
買い物や遊ぶ場所は沢山あります。
　ですが、やはり白浜のゆったりと流れる時間、
建物が低いところ、空気や磯の匂い、人の温かさ
が大好きで、帰るチャンスがあれば今すぐにでも
東京を飛び出したいです。
　私の中の地元の一大行事としては、「南房総白
浜海女まつり」があります。海女をしている母と
一緒に「海女の大夜泳」に高校の時から参加して
いますが、こんなにも人が集まり、海女さんがス
ターになれる、一年の中で白浜が一番活気溢れる
この行事をずっと続けていって欲しいです。
　不便な所もありますし、遊ぶ所も限られていま
す。でも、都会ではできないこと、ここでしか感
じられないことが沢山ある事に地元を出てから気
づきました。
　そんな私の大好きで大切な場所は、いつまでも
変わらない素敵な場所であって欲しいと思います。

　

　先日、私の友人が南房総市へ観光に来ました。
　その友人は、南房総市がとても素敵な場所だと
言ってくれました。
　よくテレビでも観光地として紹介されているの
を見かけます。私はそのような地元を誇りに思い
ます。
　しかし、私が生まれ育った千倉地区では、観光
資源である花畑が後継者不足でどんどんなくなっ
ています。
　そして、花畑が減るにつれて観光客の数も減っ
てしまいます。
　それにより、ホテルや旅館、飲食店などを利用
する人の数が減少し、産業が成り立たなくなると
私は考えています。
　それを防ぐためには、花畑を作っている人々へ
行政からの支援が必要だと思います。
　私は千倉の花畑を子どもの頃から見てきたので、
花畑が減ってしまうのはとても寂しいです。
　だから、花畑を保ち、観光客の数が増えてにぎ
やかになっていく「まち」の姿を見てみたいです。

平
ひらの

野　順
じゅん な  

菜さん
（白浜地区）

石
いし

井
い

　佐
さ わ

和さん
（千倉地区）

議会広報編集特別委員会では、市民の皆様のまちづくりに対するご意見・ご要望の投稿を募集しています。掲載を希望す
る場合は、本文は４００字以内、顔写真が必要です。
　※ 地区ごとに掲載していますので、時間が掛かる場合があります。
連絡・投稿先　南房総市富浦町青木 28 番地　議会広報編集特別委員会　TEL 0470－33－1111　FAX 0470－20－4595

南房総白浜らしさを残して欲しい大好きな花畑を守るために

市
民
の
声
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 表紙の写真を募集します 表紙の写真を募集します
　市議会では、年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、写真等を募集しています。

募集する写真募集する写真

応募方法応募方法

市内で撮影された冬の風景市内で撮影された冬の風景

応募上の注意応募上の注意
・市内で撮影された写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された人は表紙に氏名を公表させていただきます。
・ご応募いただいた写真等は原則返却いたしませんので、予めご了承ください。

・市内で撮影された写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された人は表紙に氏名を公表させていただきます。
・ご応募いただいた写真等は原則返却いたしませんので、予めご了承ください。

応募資格応募資格
市内在住・通勤・通学の方市内在住・通勤・通学の方

選考方法選考方法
議会広報編集特別委員会で決定し、掲載します。議会広報編集特別委員会で決定し、掲載します。

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入の上、議会事務局
へメール、もしくは郵送・持参してください。
（データで送られる際はサイズ2MB以上5MB未満でお願いします。）

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入の上、議会事務局
へメール、もしくは郵送・持参してください。
（データで送られる際はサイズ2MB以上5MB未満でお願いします。）

応募の締め切り応募の締め切り
平成３１年１月１０日まで平成３１年１月１０日まで

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

お問い合わせお問い合わせ

　

猛
暑
が
長
く
続
い
た
今
年
の

夏
も
終
わ
り
、
過
ご
し
や
す
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

29
年
度
決
算
認
定
を
含
む
９

月
議
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
50
号
よ
り
、
表
紙
の

写
真
を「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」か
ら「
四

季
折
々
の
風
景
」
に
変
更
し
、
市
民
か

ら
の
写
真
を
掲
載
致
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

国
保
病
院
の
医
療
連
携
法
人
化
や
ご

み
処
理
広
域
化
等
の
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

て
、
紙
面
作
り
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
市
政
に
関
す
る
ご
意
見
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

南房総市議会のホームページで
ライブ・録画配信しています。
スマホでも視聴できます。

からご覧ください。

市ホームページ

市議会

市議会インターネット中継

▼

▼


